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１．東京応化工業って、どんな会社？

3．業績・財務状況

4．株主還元・株価推移

2．成長戦略
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東京応化工業 概要

*EUV 、ArF 、KrF 、g/i線用フォトレジストの2024年の見込み出荷数量ベース
（富士キメラ総研『2025 先端／注目半導体関連市場の現状と将来展望』を基に当社算出）

半導体用フォトレジスト
世界シェア*

24.7％

－経営理念－

『自由闊達』な社風のもと

『技術のたゆまざる研鑽』にはげみ

『製品の高度化』をひたすら追求し、

  すぐれた製品を供給することにより

『社会への貢献』を果たす

グローバル No.１

世界最高水準の
「微細加工技術」「高純度化技術」を通じ価値創造
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設立

1940年

連結売上高

2,009億円

*1

連結従業員数

1,996名

*1

*1 2024年12月期

時価総額

5,380億円

*2

*2 2025年8月6日時点

拠点数

国内8/海外10拠点

神奈川県川崎市で設立
本社は武蔵小杉に所在

約7割が日本国内に勤務

東証プライム市場上場企業のうち
300位前後に位置

日本/台湾/韓国/米国において
研究開発＆製造＆販売拠点を完備

海外売上比率80％以上

営業利益/営業利益率

330億円/16.5％

*1

半導体材料を中心とする
高付加価値製品を提供

数字で見る 東京応化
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あなたの身近に のテクノロジー
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半導体の進化を支えるフォトレジスト

電子回路形成後の
シリコンウエハ半導体

半導体の

高性能化/小型化
低消費電力化に貢献

安全・便利・快適な社会を実現

シリコンウエハ

半導体の電子回路形成工程

フォトレジスト
を塗布

東京応化のフォトレジスト

あなたの身近に のテクノロジー
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あなたの身近に のテクノロジー
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東京応化の微細加工技術

フォトレジストでナノメートルの世界を創る

１nm＝ 1/1,000,000【100万分の１】mm

100nm

ウイルス

大きさ比較

髪の毛

100,000nm

0.1mm 20nm

9

フォトレジストで形成した
微細パターンの例



日本

16.2%

台湾

34.2%中国

21.3%

韓国

13.1%

米国

9.7%

その他

5.5%

2024年12月期
連結売上高

2,009億円

東京応化工業って、どんな会社？

①グローバル No.１

海外
83.8％

東京応化
24.7％

②グローバルにビジネスを展開

③『ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾆｯﾁﾄｯﾌﾟ企業
100』連続選出

半導体用
フォトレジストの

世界シェア*

④「JPX日経インデックス
400」等の構成銘柄に選定

⑤「2024 TSMC Excellent 
Performance Award」

受賞

*EUV 、ArF 、KrF 、
g/i線用フォトレジス
トの2024年の見込み
出荷数量ベース
（富士キメラ総研
『2025 先端／注目半
導体関連市場の現状と
将来展望』を基に当社
算出
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事業内容①：事業構成（2024年12月期）

その他
19億円

連結売上高

2,009億円

エレクトロニクス機能材料
1,075億円

高純度化学薬品
914億円

半導体やディスプレイなどの
微細加工に必要不可欠な
感光性の材料

半導体製造工程に使用される
世界最高水準の純度を実現した
シンナー／現像液／表面改質剤等

TOKの成長を支える  「微細加工技術」「高純度化技術」
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高純度化学薬品

シンナー
現像液
表面改質剤等

事業内容②：主要製品

エレクトロニクス機能材料

〇半導体前工程用フォトレジスト
（EUV/ArF/KrF/i/g）

〇半導体後工程関連材料
（パッケージ材料・MEMS材料・WHS関連材料）

〇ディスプレイ材料・その他

半導体製造 前工程 半導体製造 後工程
イメージセンサー
MEMS製造分野 パネル製造分野

＜特徴＞

✓ 半導体製造前工程用フォトレジストをフルラインナップで提供

✓ 高純度・高品質な製品を安定的に提供
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生成AI需要の増加によるTOK製品の成長

生成AI市場の成長予測（単位：億ドル）

出典：電子情報技術産業協会「電子情報産業の世界生産見通し」（2023年12月）

2023 2025 2030

約2.5倍

約5倍以上

2022 2023 2024

HBM向けバンプ形成用レジスト
売上成長（2022年比）

106

671

2,110
CAGR

53.3 %
（2023年→2030 年）

金融

社会・インフラ

製造

流通

医療・介護

教育

公共

通信・包装

その他産業

EUV/ArF/KrF/i線用フォトレジスト

パッケージ材料（バンプ形成用レジスト）

インターポーザー基板

パッケージ基板

KrF用フォトレジスト
パッケージ材料（再配線用レジスト）
接着剤（WHS材料）

ArF/KrF用フォトレジスト

EUV/ArF/KrF用フォトレジスト

生成AI用GPUとTOK製品の使用例

マイクロバンプ向け

GPUダイ向け

DRAM向け

ロジック向け

インターポーザー向け

*GPU：Graphics Processing Unit

*HBM：High Bandwidth Memory

*

*
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100年企業を見据えた

新規事業の創出

東京応化工業未来創造協働研究拠点

ベンチャー投資

事業戦略：新規事業

オープン イノベーション

当社コア技術

高純度化技術

微細加工技術

バイオチップ
材料/デバイス

光学材料

機能性材料

事業化に
向けた検証

環境

ライフ
サイエンス

電子デバイス
(光電融合、

熱マネジメント等)

新たなコア技術
の醸成
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東京応化 国内拠点

三重ＳＰ

広島ＳＰ

宮城ＳＰ

流通センター

国内：8拠点（6工場）

流通拠点：4拠点
※ＳＰは恒温恒湿ストックポイントの略称です。

1994年設立

郡山工場
阿蘇工場

1984年設立

1987年設立

御殿場工場

  1940年設立

本 社

熊谷工場

1983年設立

1981年設立

宇都宮工場

1967年設立

TOK
技術革新センター

阿蘇くまもとサイト

2024年竣工
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東京応化 海外拠点

海外：5社（4工場）

東京応化工業㈱（本社）

シンガポール事務所

ＴＯＫ尖端材料社
本社／仁川工場(韓国)

2012年設立 1993年設立

ＴＯＫアメリカ社
本社／オレゴン工場（オレゴン州）
販売事務所（カリフォルニア州）
T OK CCA Z ,L LC (アリゾナ州 )

台湾東應化社
本社(新竹市) ／ 銅鑼工場(苗栗県)

1998年設立

ヨーロッパ支社
上海帝奥科電子科技有限公司

本社（中国）

2021年設立

micro resist technology GmbH
本社／ベルリン工場(ドイツ)

2025年子会社化
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顧客密着戦略のさらなる進化

TOKYO OHKA KOGYO CO., LTD. Europe Branch

TOKYO OHKA KOGYO AMERICA, INC.

TOK TAIWAN CO., LTD.

TOK CHINA CO., LTD.

TOK ADVANCED MATERIALS CO., LTD.

TOKYO OHKA KOGYO CO., LTD. Singapore Office

TOKYO OHKA KOGYO CO., LTD.

Sales Office
TOKCCAZ, LLC.

事業内容：
感光性フォトレジスト、ハイブリッドポリマー、
ナノインプリント材料の開発・製造・販売

micro resist technology GmbH（MRT社）

設立：1993年

欧州における顧客サポート体制を強化
MRT社との技術の融合により製品ポートフォリオを拡充

2025年2月 ドイツの研究開発型化学メーカーを完全子会社化

所在地：ベルリン、ドイツ

事業領域
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東京応化を取り巻く環境_2030年の社会

市場環境の

デジタル技術の急速な発達と新たな展望

遠隔工事

AR/VR

自動運転

スマート農業 空飛ぶ車

遠隔医療

スマートホーム

遠隔農業

METAVERSE

宇宙利用の加速

生成AIの台頭

電動車の普及

6Gの導入

デジタル通貨の本格普及

サーキュラーエコノミー

Web3.0の登場

産業のデジタル化の進展

情報通信技術
Beyond 5G

19



2030年の社会 ～tok Vision 2030～

4つの分野で豊かな未来の実現に貢献
更なる成長を目指す

グリーン
エネルギー

センシング
&IoT

クラウド

情報端末

TOKの関連製品

ArF

パッケージ
材料
&

MEMS
材料

高純度
化学薬品

KrF

g/i

EUV
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tok Vision 2030

• 顧客が感動するイノベーションを提供する

• 世界のステークホルダーから信頼される

• 高い技術力を育成し続け、グローバルで存在感を示す

• SDGsに貢献することを意識し、企業価値を持続的に向上させる

• 皆が活き活きと誇りをもって働ける

tok中期計画2027

2027年度目標

売上高 2,009億円 2,700億円

EBITDA 414億円 610億円

ROE 11.8% 13.0%

2024年度 2030年度

3,500億円

770億円

13.0%

経営ビジョン

豊かな未来、社会の期待に化学で応える

“The e-Material Global CompanyTM”

2030年のありたい姿

定性側面

定量側面
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高品質製品の安定供給を継続

2025年８月 韓国にて新工場（平澤工場）の建設を開始

生産能力および品質を向上
既存の仁川工場との相乗効果の最大化を図る

TOK尖端材料株式会社にて進行中の設備投資

平澤工場
（京畿道平澤市）

2025年8月 新製造棟着工

投資金額：約120億円

生産品目：高純度化学薬品

→2027年下期 稼働予定

仁川工場

2025年3月 新検査棟竣工

投資金額：約70億円

→2026年上期 稼働予定

エレクトロニクス機能材料の供給能力増強投資も検討中
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製造資本の強化によるキャッシュ創出力拡大

TOK尖端材料株式会社/ 仁川工場（韓国）

新検査棟を建設

TOK/ 阿蘇工場 阿蘇くまもとサイト（日本）

高純度化学薬品の新たな製造拠点を建設

TOK/ 郡山工場（日本）

世界最大のフォトレジスト製造棟を建設

既存の設備＋その他の投資が生むEBITDA

2024 2030

2030年までのEBITDA推移イメージ

EBITDA

414億円

実績

25/12下

26/12上

26/12下 27/12下

EBITDA

770億円

TOK尖端材料株式会社/ 平澤工場（韓国）

新工場を開設＆高純度化学薬品製造棟を建設
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人的資本への投資と企業価値向上の好循環を創出
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• 役員報酬制度の評価軸に従業員エンゲージメント指標を導入

• 表彰制度（TOK SHINKA AWARD) グローバル化

• 東京応化グローバル社員持株会制度を導入

• 60歳から65歳へ定年延長(現役時の給与水準を維持)

• リカレント教育 DX・デジタル活用、一人当たりの教育研修費の増加

2024年実績：12.9万円 （産労総合研究所「2024年度教育研修費用の実態調査」における上場企業等169社平均：3.4万円）

• 3年連続で５％超の賃上げを実施（2022～2024年）

多様性に富んだ母集団の形成 人財育成

DE＆Iの推進 エンゲージメントの向上

「稼ぐ力」を高めるための4つの人財戦略

施策例
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2024/6
増減 増減率(%) 期初計画 進捗率(%)

売上高 94,736 111,623 +16,887 +17.8 106,600 104.7

エレクトロニクス機能材料 51,360 58,149 +6,789 +13.2 56,100 103.7

高純度化学薬品 42,475 51,985 +9,509 +22.4 49,100 105.9

その他 900 1,488 +588 +65.3 1,400 106.3

営業利益 13,443 19,846 +6,403 +47.6 17,500 113.4

経常利益 14,110 20,381 +6,271 +44.4 17,900 113.9

親会社株主に
帰属する中間純利益

9,143 13,619 ＋4,476 ＋49.0 11,400 119.5

EBITDA 17,570 23,994 +6,423 ＋36.6 21,800 110.1

◼   売上高 ：スマートフォンの需要が低調に推移したものの、生成AI関連向け需要が好調に推移したことに加え、
パソコンの買い替え需要が堅調に推移したことにより前年同期比＋17.8％の増収。

◼ 営業利益 ：経費増加があったものの増収により、前年同期比+47.6%の増益。

◼ 中間純利益：営業利益の増加に加え、装置事業譲渡に伴う特別利益の計上により、前年同期比＋49.0％の増益。

（百万円、％）           

業績概要

期中平均為替（US㌦）：151.5円／㌦（2024/6） ⇒ 147.0円／㌦（2025/6）

2025/6
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2024/12 2025/12

増減 増減率(%) 期初計画
期初計画比

(%)

売上高 200,966 227,000 +26,033 +13.0 222,000 +2.3

エレクトロニクス機能材料 107,515 119,800 +12,284 +11.4 116,700 +2.7

高純度化学薬品 91,476 104,300 +12,823 +14.0 102,600 +1.7

その他 1,974 2,900 ＋925 +46.9 2,700 +7.4

営業利益 33,090 40,000 ＋6,909 +20.9 37,300 +7.2

経常利益 34,554 41,000 +6,445 +18.7 38,200 +7.3

親会社株主に
帰属する当期純利益 22,683 26,500 +3,816 +16.8 24,600 +7.7

EBITDA 41,424 48,900 +7,476 +18.0 46,800 +4.4

ROE 11.8 12.7 ＋0.9 － 11.8 ＋0.9

◼ 売上高 ：生成AI関連の需要増加および顧客の新工場稼働開始等により、前年比＋13.0％を予想。

◼ 営業利益 ：経費の増加および為替の影響により利益が伸び悩むものの売上高の増加により、

前年比+20.9%の増益を予想。

◼ 当期純利益：営業利益の増加により、前年比+16.8%の増益を予想。

（百万円、％）           

業績予想概要 (通期)

期中平均為替（US㌦）：150.8円／㌦（2024/12） ⇒ 140.0円／㌦（2025/12下期）
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財務状況（2025年6月30日現在）

長期戦略に基づく、投資計画、株主還元が実行可能

70.8％自己資本比率

純 資 産

総 資 産 2,935億円

2,188億円

借 方 貸 方

流動資産
1,500億円
（前期末比 17億円減）

固定資産
1,435億円
（前期末比 133億円増）

流動負債
511億円

（前期末比 29億円減）

固定負債
 235億円

（前期末比 91億円増）

純資産
2,188億円

（前期末比 53億円増） 29



業績の推移

2025年度12月期は過去最高の売上を予想

tok Vision 2030

（億円）

tok中期計画2021 tok中期計画2024 tok中期計画2027

1,028 
1,175 

1,400 

1,754 
1,622 

2,009 

2,270 

2,700 
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        売上高
        EBITDA
        営業利益
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１．東京応化工業って、どんな会社？

4．株主還元・株価推移

2．成長戦略

3．業績・財務状況



2,743 3,999
5,003

6,431 6,386 6,469 6,797
7,599 8,391 

20

32
40

51 51 53 55
63 70

株主還元 ＜tok Vision 2030を実現する強固な経営基盤の構築＞

決算期
17/12 18/12 19/12 20/12 21/12 22/12 23/12 24/12 25/12

予想

中間配当
期末配当
特別配当

10円
10円

12円
20円

20円
20円

20円
21円
10円

20円
31円

26円
27円

27円
28円

29円
34円

35円
35円予想

■純資産配当率DOE4.0%を目処とする配当方針

■自己株式の取得についても弾力的に実施

自己株式の取得
9,999百万円自己株式の取得

9,999百万円
（円）

（百万円）

2024年１月１日付(効力発生日)で１株を３株に株式分割を実施
*1 2023年12月期以前は株式分割後換算1円以下は切り捨てて算出しています
*2 取得期間：2024年11月13日～2025年1月30日

自己株式の取得

配当総額

1株当たり配当金*1

tok中期計画2024
～DOE4.0％を基準～

配当政策
数値基準

tok中期計画2021
～DOE3.5％を基準～

tok中期計画2018
～配当性向40％以上～

tok中期計画2027
～DOE4.0％を基準～

自己株式の取得*2

5,498百万円

自己株式の取得*2

1,501百万円
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金融機関

39.20%

金融商品取引業者

2.17%

その他法人

13.36%

外国法人等

26.58%

個人・その他

18.69%

株式の概況

発行可能株式総数 500,000,000株

発行済株式の総数 127,800,000株

株 主 数 22,061名

（2025年6月30日現在）

株価チャート
（Yahoo!ファイナンスより引用）

出来高
（株）

所有者別株式分布状況

2025/8/1

株価（円）
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のホームページ

www.tok.co.jp

決算説明会動画も配信中多彩な切り口で製品を紹介

最新情報を随時更新しています
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ご清聴ありがとうございました。

＊本資料は投資勧誘の目的のための資料ではありません。また、将来に亘る部分  
につきましては、予想に基づくものであり、確約や保証を与えるものではありません。
当然、予想と違う結果となることがあることを十分にご認識の上ご活用ください。



IR情報メール配信サービス

https://rims.tr.mufg.jp/?sn=4186
テキストが含まれている画像 

自動的に生成された説明

※RIMSNETは、三菱UFJ信託銀行証券代行部が運営するIR情報メール配信サービスです

当社の最新IR情報をメール配信中 ↓ご登録はこちらから（無料）

https://rims.tr.mufg.jp/?sn=4186
https://rims.tr.mufg.jp/?sn=4186


東京応化のフォトレジスト



半導体製造前工程フロー ※（★）当社製品使用工程

あなたの身近に のテクノロジー



半導体製造後工程フロー ※（★）当社製品使用工程

あなたの身近に のテクノロジー



半導体製造後工程フロー ※（★）当社製品使用工程

あなたの身近に のテクノロジー
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